
みなとが変わると日本が変わる～２１世紀の活力はみなとから～ 

－高松港湾・空港整備事務所だより－ 

      

    

    

                    

   

        

                                        

 

 
 

  

            

                           

    
 

が
高
松
に
着
任
し
て
、
八
ヶ 

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
一
月

号
で
書
い
た
と
お
り
、
冬
の
寒
さ

は
と
て
も
厳
し
い
も
の
に
な
り
ま

し
た
が
、
最
近
よ
う
や
く
暖
か
く

な
っ
て
き
て
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま

す
。  

て
本
号
で
も
取
り
上
げ
て
お 

り
ま
す
よ
う
に
、
去
る
二
月

一
二
日
の
土
曜
日
に
サ
ン
ポ
ー
ト

合
同
庁
舎
の
ア
イ
ホ
ー
ル
に
て「
み

な
と
と
防
災
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー 

ｉ
ｎ 

高
松
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い

て
は
本
号
の
記
事
を
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
甚
で
す
が
、
な
ん
と
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
に
つ
い
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
生
放
送
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
…
と
い
っ
て

も
、
二
月
二
一
日
の
月
曜
日
早
朝

に
既
に
放
送
は
終
わ
っ
て
お
り
ま

す
（
も
し
か
す
る
と
、
お
聞
き
に

な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
）
。 

 

   

は
こ
ち
ら
に
着
任
し
て
間
も 

な
い
頃
、
Ｒ
Ｎ
Ｃ
ラ
ジ
オ
へ

の
出
演
は
経
験
済
み
で
す
。
た
だ

こ
ち
ら
は
収
録
放
送
と
い
う
こ
と

で
、
間
違
え
て
も
録
り
直
し
が
で

き
る
か
ら
と
気
楽
に
構
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
生
放
送

と
い
う
の
は
、
失
敗
が
許
さ
れ
な

い
た
め
極
度
の
緊
張
が
強
い
ら
れ

ま
す
。
実
際
、
何
を
喋
っ
た
の
か

も
正
直
に
言
っ
て
あ
ま
り
覚
え
て

い
ま
せ
ん
。 

 

長
と
い
う
立
場
上
、
大
勢
の 

人
の
前
で
話
す
こ
と
は
よ
く

あ
る
の
で
す
が
、
聞
い
て
い
る
人

が
目
の
前
に
い
る
と
い
う
の
は
そ

れ
だ
け
で
安
心
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
目
に
見
え
な
い
不
特
定
多
数

の
人
た
ち
に
向
か
っ
て
話
を
す
る

の
は
、
な
か
な
か
慣
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
ま
だ
、
修
行

が
足
り
な
い
よ
う
で
す
。 

    

２０１１ 

   

月号 

＜No.１７５＞ 

 ３ 

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

瀬
賀 

康
浩 

 
私 さ 

実 所 



           

一
九
六
〇
年
代
に
お
け
る
鉄
鋼

各
社
の
増
産
に
対
応
す
べ
く
、
当

社
は
コ
ー
ク
ス
の
新
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
と
し
、
大
型
船
の
接
岸

可
能
な
港
湾
設
備
を
備
え
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
太
平
洋
沿
岸
及
び

瀬
戸
内
海
沿
岸
に
立
地
し
て
い
る

製
鉄
各
社
へ
の
距
離
が
近
い
こ
と

か
ら
、
瀬
戸
内
海
の
扇
の
要
に
あ

た
る
番
の
州
工
業
地
帯
に
立
地
し

ま
し
た
。 

 

当
事
業
所
は
、
一
九
六
九
年
製

鉄
用
コ
ー
ク
ス
の
製
造
を
開
始
以

来
、
コ
ー
ク
ス
の
製
造
の
際
に
発

生
す
る
コ
ー
ク
ス
炉
ガ
ス
や
コ
ー

ル
タ
ー
ル
に
着
目
し
、
更
な
る
製

品
開
発
の
結
果
、
電
気
炉
用
電
極

材
料
で
あ
る
ニ
ー
ド
ル
コ
ー
ク
ス

や
ピ
ッ
チ
コ
ー
ク
ス
、
石
炭
ピ
ッ

チ
系
炭
素
繊
維 

、
近
年
で
は
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
用
負
極

材
や
自
動
車
の
排
ガ
ス
処
理
設
備

等
に
使
用
さ
れ
る
ア
ル
ミ
ナ
繊
維 

を
世
に
送
り
出
し
て
お
り
、
石

炭
・
炭
素
を
中
心
と
し
た
日
本

最
大
の
「
総
合
石
炭
化
学
工

場
」
と
し
て
更
な
る
進
化
と
発

展
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

     
当
事
業
所
は
、
備
讃
瀬
戸
の
中

心
部
に
位
置
し
、
備
讃
瀬
戸
航
路

と
水
島
航
路
交
差
部
を
近
隣
に
控

え
、
瀬
戸
内
海
の
銀
座
と
も
言
え

る
毎
日
約
九
〇
〇
隻
か
ら
一
〇
〇

〇
隻
の
大
小
船
舶
が
航
行
す
る
輻

輳
域
内
に
存
在
し
ま
す
。 

当
事
業
所
は
、
年
間
五
五
〇
万

ト
ン
の
石
炭
を
海
外
か
ら
輸
入
し
、

そ
の
石
炭
を
原
料
と
し
た
コ
ー
ク

ス
三
九
〇
万
ト
ン
を
、
主
に
国
内

外
の
製
鉄
所
へ
大
小
の
船
舶
に
よ

り
海
上
輸
送
を
行
っ
て
い
ま
す

（
外
航
船
一
〇
〇
～
一
五
〇
隻
、

内
航
船
約
二
〇
〇
〇
隻
）
。 

即
ち
、
事
業
所
の
安
定
操
業
、

荷
主
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
寄
与
は
船

舶
の
安
全
航
行
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
て
お
り
、
前
述
の
輻
輳
域
下
で

の
海
難
事
故
は
絶
対
起
こ
し
て
は

な
ら
な
い
宿
命
と
認
識
し
て
い
ま

す
。 一

九
七
二
年
四
月
、
関
係
官
庁

の
ご
指
導
の
も
と
に
コ
ス
モ
石
油

殿
と
当
社
に
て
「
坂
出
港
番
の
州

地
区
自
主
管
理
機
構
」
を
設
立
以

来
、
現
在
で
は
年
間
約
五
〇
〇
〇

隻
に
及
ぶ
番
の
州
地
区
に
お
け
る

船
舶
航
行
の
安
全
を
維
持
す
る
た

め
、
私
設
信
号
所
・
警
戒
船
の
配

備
・
曳
船
基
地
の
設
置
な
ど
ハ
ー

ド
面
の
整
備
に
加
え
、
番
の
州
泊

地
内
の
航
行
基
準
を
作
成
し
各
船

舶
へ
の
遵
守
指
導
及
び
陸
上
か
ら

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
安
全
に
！ 

 

三菱化学株式会社 坂出事業所 

 海務監督  細 川 守  氏 
ほそかわ  まもる 

昭和４３年 ８月 日本郵船株式会社入社 

平成１５年１０月 三菱化学株式会社入社 

現職 

「坂出丸」安全に配慮しながら石炭を輸送 

番の州にある事業所 

※
石
炭
ピ
ッ
チ
系
炭
素
繊
維

及
び
ア
ル
ミ
ナ
繊
維
は
、
三

菱
樹
脂
株
式
会
社
の
製
品 

（船長） 



                             

   

                            

   

              

   

           

  

ジャンボフェリー株式会社 

加藤会長 

    

高
松
市
浜
ノ
町
に 

お
い
て
進
め
て
い
る 

海
岸
工
事
は
全
延
長 

二
五
〇
㍍
の
内
、
西 

端
側
七
〇
㍍
の
施
工 

に
入
り
ま
し
た
。 

現
在
、
大
規
模
地 

震
が
来
て
も
地
盤
の 

液
状
化
を
防
ぎ
護
岸 

が
損
壊
す
る
の
を
防 

ぐ
為
の
地
盤
改
良
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
地
中
に
地
盤
を
固
め
る
薬
液
を
注
入
す
る
為
、
現
在
注

入
孔
の
削
孔
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。
人
に
た
と
え
れ

ば
、
注
射
器
の
針
を
打
つ
作
業
中
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
石
を
貫
通
さ
せ
る
の
で
非
常
に
大
き
な
音
が
伴
う
為
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
生
活
環
境
に
配
慮
し
、
防
音
ハ
ウ
ス

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

本
工
事
完
成
は
本 

年
九
月
末
を
予
定
し 

て
い
る
と
こ
ろ
で
す 

が
、
完
成
ま
で
引
き 

続
き
ご
協
力
頂
け
ま 

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

四
国
地
方
整
備
局 

高
松
港

湾
・
空
港
整
備
事
務
所
は
二
月

一
二
日
、
港
湾
に
お
け
る
防
災

と
危
機
管
理
の
あ
り
方
や
そ
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
る
「
み
な

と
と
防
災
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー 

ｉ
ｎ 

高
松
」
を
サ
ン
ポ
ー
ト
合

同
庁
舎
ア
イ
ホ
ー
ル
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
前
日
の
二
月
十
一

日
、
高
松
市
内
で
は
二
五
年
ぶ

り
と
な
る
五
セ
ン
チ
の
雪
が
観

測
さ
れ
、
当
日
も
雪
が
積
も
っ

た
ま
ま
で
交
通
機
関
の
心
配
も

あ
り
ま
し
た
が
、
県
内
の
自
主

防
災
組
織
や
関
係
行
政
機
関
な

ど
約
一
七
〇
人
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

浜ノ町施工区間 
サンポート高松 

［(c)Geoscience, NTT DATA, RESTEC / Included(c)JAXA］

（２５０ｍ） 

要
性
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ェ
リ
ー
は
ホ
テ
ル
シ
ッ
プ
・
お

風
呂
シ
ッ
プ
と
し
て
も
活
躍
し
た

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

  

最
後
に
、
香
川
県
土
木
部
港
湾

課
課
長
補
佐
森
川
照
久
氏
が
「
平

成
一
六
年
台
風
一
六
号
の
高
潮
被

害
を
踏
ま
え
て
」
と
題
し
、
一
六

号
台
風
の
被
害
実
態
を
報
告
し
た 

う
え
で
、「
陸
閘
は
普
段
か
ら
閉
め

て
お
く
も
の
。
開
け
っ
放
し
に
す

る
の
で
は
な
く
、
常
時
閉
め
る
癖

を
つ
け
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。 

 
 
 
 

企
画
調
整
課 

黒
川 

講
演
は
、
ま
ず
独
立
行
政
法

人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所 

特

別
研
究
官
の
菅
野
高
弘
氏
が

「
巨
大
地
震
の
時
、
港
湾
・
海

岸
施
設
に
何
が
起
き
る
の
か
？ 

-

被
災
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
り
、
万

一
の
事
態
に
備
え
よ
う-

 

」
と

題
し
、
地
震
発
生
や
震
災
時
に

発
生
す
る
液
状
化
現
象
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

港
は
震
災
時
に
救
援
物
資
の
輸

送
や
避
難
に
必
要
な
場
所
で
あ

り
、
岸
壁
の
耐
震
化
な
ど
の
備

え
は
重
要
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。 

独立行政法人港湾空港技術研究所 

菅野特別研究官 

引
き
続
い
て
ジ
ャ
ン
ボ

フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社 
会
長

の
加
藤
琢
二
氏
が
「
防
災
面

に
お
け
る
フ
ェ
リ
ー
の
役

割
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
。
一
九
九
五
年
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
道
路
や
鉄

道
が
遮
断
さ
れ
た
際
、
フ
ェ

リ
ー
が
三
ヶ
月
で
六
〇
万

人
輸
送
し
た
な
ど
、
災
害
時

に
お
け
る
海
上
交
通
の
重 

▲ 薬液を注入する削孔工事 
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日 時  平成 23 年５月１日（日） 
     9:00～12:30 ※雨天決行 

場 所  香川県小豆郡土庄町小海 
     大坂城残石記念公園広場 

獲れたての海産物や農産物の産直販売に加え、

衣料品や工芸品の展示・販売もあります。また

「橄欖（かんらん）」による島太鼓演奏も楽しめ

ます。  
 是非お立ち寄りください  

お問い合わせ先 
    みなとオアシス大坂城残石記念公園 
    TEL：0879-65-2865 

国土交通省では、海面に浮遊するゴミや油の回収を行い、航行

船舶の安全を確保する海洋環境整備事業を展開しています。現在

備讃瀬戸海域を中心とした海面清掃を担務している「わしゅう」

は老朽化のため平成２３年１２月に退役し、平成２４年１月から

は最新鋭の海洋環境船へ引き継がれることになりました。 

 このたびの新造船への更新にあたって、皆様方にも親しみやす

く愛される新世代の海洋環境船を目指して、次のとおり広く船名

を募集しているところです。 

 応募に当たっての詳細を当所ホームページに記載していますの

で、どしどしご応募いただけますようお願いいたします。 

 ホームページアドレスはこちら 

日時  平成 23 年４月３日（日） 
    10:00~17:00 ※雨天決行 

場所  宇多津ビブレ～みなとオアシスうたづ 
ウミホタル（臨海公園） 

 臨海公園から 500ｍ続く桜並木を行者天国と

し、飲食ブースや雑貨販売などの出店で賑わい

ます。また、地元よさこい連による踊り・子供

たちによるキッズダンス等に加え、働く車の展

示など、イベントも盛りだくさんとなっていま

す。  
 お問い合わせ先 

まちづくりアクションプラン協議会事務局 
  TEL：0877-49-8009（宇多津町産業振興課内） 
 

船の大きさ 

長さ：33.5ｍ  

幅  ： 11.6ｍ  

深さ：4.2ｍ  

総トン数： 

  199 トン  

 


